
小森耳鼻Ⅱ口喉科医院 小 森 貴 先生

平成 6年 度約 為 島僻地総合診療実施報告

平成 6年 9月 2日

舶倉 診療所 栃 本真一

平成 6年 度の舶倉島における僻地総合診療は、 8月 6日 か ら 7日 の、のべ 2

日にわた り行われ、関係のみな さまのおかげを持 ちま して、無事終了いた しま

した。 ここに厚 く御礼 申し上げ ます。

以下に、本年度の実施状況 を報告いた します。

1 .日 程

平成 6年 8月 6日 (土 )午 後 1時 ～午後 6時

8月 7日 (日 )外 科のみ午前 7時 ～午前 1 1時 3 0分

その他 午 前 8時 3 0分 ～午前 1 1時 3 0分

2 .診 療従事者

医師 4名 、石川県立 中央病院か ら看護婦 4名 、石川県衛生総務課か ら 3名 、

輪島市保健環境課か ら 1名 。計 1 2名

3 .診 療科 目

内科、外科 (上部消化管 内視鏡検査 )、 耳鼻咽喉科、眼科の 4科

4 .受 診状況

・実際に受診 した方は、計 4 8名 。図 1に 年齢別の分布 を示 します。

・延べ人数は、 6日 が 5 6人 。 7日 が 2 3人 。計 7 9人 で した。科 目別の

延べ受診人数 について、図 2に 日別、図 3に 性別 に分 けて示 します。

5。 診療の結果

・7 9人 の延ぺ受診者中、何 らかの異常 を指摘 された者の延べ人数は 5 5名 、

6 9。 6 %で した。図 4に 科 目別の有所見者数 を示 します。



( 図 1 ) 年 齢 別 受 診 者 数 ( 実数 )
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( 図 3 ) 科 目別 受 診 者数 ( のべ )
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( 図 4 ) 所 見 の有 無 につ い て ( のべ 人 数 )
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6 . 診 療の結果 を受 けての対応

。以上の結果 を受けて、診療 に当たつた医師の方 々か ら、 当診療所に対 し今後

の対応が示 され ま した。以下 に各科についてその内訳 を報告 します。

(内科 )

。診療所 での治療 を継続す る … 1 0名

・経過観察 が必要      … 6名

・より詳しい検査が必要  …  1 名

外科 )

・よ り詳 しい検査が必要  …  5名

(具体的には胃生検 を行 った )

。経過観察が必要     …  3名

・診療所での治療 を継続す る … 1名

・特に対策必要な し    …  8名

耳鼻科 )

・治療が必要

。経過観察が必要

。特に対策必要な し

¨ ・

1 2名

9名

… 3名

眼科 )

・治療が必要       … 1 2 名

。経過観察が必要     …  5 名

・診療所での治療 を継続す る … 2 名

・よ り詳 しい検査が必要  …  2 名



7 .考 察

本年度は、例年に比べ、受診者数が減少 しました (平成 5年 度延べ 1 2 6人 )。

争の大 きな理 由として、今年は 「エ ゴノ リ」が数十年ぶ りとい う豊作であった

二とがあげ られ ます。例年だ と、サザエ ・アワビ漁が中心であ り、海女 さんの

と事 も午後 3時 までには終わ り、総合診療にも第一 日目の夕方から大勢が受診

争きま した。 しか しェ ゴノ リの場合、取 り分けや乾燥などの仕事があ り、 夕方

となつて も仕事が終わ らず、受診 しように もで きなか った とい うのが、本年度

9実情で した。

しか し、 2日 目の午前 7時 か ら診療開始 した外科 (内視鏡検査 )に ついては

空に増加 しています (平成 5年 度 1 4名 )。 この よ うに早 く開始 した ことは島

詩の方 々か ら大変好評で した。

〕.終 わ りに

本年度はた また ま受診者が減少 してい ますが、総合診療 に対す る需要が減 つ

とわけではあ りません。本年度 も、 日常の診療所の医療では対応で きなか つた

蔦患について、的確な診断 と対策 を得 ることがで きま した。 また、 島民の方々

9総合診療に対す る信頼度 も厚 く、毎年心待ちに しています。今後 とも総合診

語を末永 く続 けて頂 けるよ うお願い申 しあげます。


